
栃木市立藤岡小学校だより
平成２７年 ５月１３日

放射線量 ５月１日
0.077μ ms

みんな、がんばってます･･･

新学期が始まって１ヶ月が経ちました。１年生も学校に慣れ元気に毎日を過ごしています。
他の学年の子ども達も、各学年に相応しい取り組みを始めていて、５･６年生の高学年の子
ども達は、登校班の班長や副班長、委員会やなかよし班のリーダーとして、下級生の面倒を
見ながら、活躍しています。特に、２年生はいつの間にかお兄さんお姉さんになっていて、
１年生の学校探検では、１年生をしっかりリードして学校の各施設
などを案内していました。校長室や職員室に入ってくる時の態度は
とても立派でよいお手本となっていました。これから本格的に始ま
る運動会の練習などでも、一緒にがんばってほしいと思います。
さて、新年度の授業参観・学級懇談会やＰＴＡ･教育後援会総会、

家庭訪問では、お忙しい中ご協力を頂き誠にありがとうございまし
た。これからも、運動会開催に向けて色々とお世話になりますが、
引き続き、どうぞ、よろしくお願いします。

今年度の教育活動･･･

今年の学校教育目標は、昨年度に引き続き、栃木市の名誉市民である山本有三先生の「生
命・人権尊重・絆」の精神を基盤として、次のように設定しました。

明るく元気なあいさつができ、優しさと向上心を持ち自分を生かそうとする児童の育成

いつも笑顔で健康でお互いに交流しあいながら、思いやりと自分の力を伸ばそうと努力し、
自己実現できる子ども達を育てていきたいと考えています。このことは、子ども時代に限ら
ず、人として生きていくために、とても大切なことではないかと思います。では、どうすれ
ば教育目標に掲げた子ども達に育てることができるのでしょか。その方法として、本校では
具体的な子ども達の姿を想定して教育活動を展開していきます。
一つ目は、「よく聞き、考え、発表する児童」と設定しました。これは、日々の授業や学

習活動に集中して取り組み、相手の考えや意見を理解し、自分の思いや考えを伝えることが
大切であるということです。そのことによって、より多角的な考えや意見を持つことができ、
幅広い見識を育てることができます。
二つ目は、「健康安全に気をつけ、進んで運動する児童」と設定しました。これは、自分

自身の健康に気をつけ、怪我などをすることなく、健康な身体を作ることです。身体が資本
とよく言われますが、何事をなすにも、健康でなくては取り組めません。
三つ目は、「きまりを守り、自他を尊重する児童」と設定しました。子ども達は様々な人

々と関わりあいながら社会の中で生活しています。そのためには、集団生活のルールを守り、
他の人に迷惑をかけずに協力し合って生活していかなければなりません。そのために、今の
うちからきまりを守ることを身に付け、自分や家族・地域の人な
ど他の人達を大切に思いやる心を育てることが大切です。
このような望ましい児童像を目指して、子ども達を教え育みな

がら、様々な教育活動を展開することによって、学校教育目標に
到達することができると考え実践していきます。もちろん、これ
らの教育活動は学校だけでできるものではありません。保護者や
地域の皆様のご理解やご協力・ご支援があって初めて可能となる
ものです。詳細についての取り組みは全体図を記載しましたので
ご覧ください。どうぞ、応援をよろしくお願いします。




